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社会保険診療報酬支払基金 本部 経営企画部 企画広報課
TEL：03-3591-7441　9時〜 17時30分（土、日、祝日、年末年始を除く）

メールアドレスの登録は次のいずれかの方法によりお願いします。
登録方法は、支払基金ホームページでもご案内しています。
支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）トップページ→広報誌・メルマガ→「支払基金メールマガジン」のご案内

保険者等
（保険者団体を含む）へ

配信している情報
　レセプトデータおよび請求
関係帳票データがオンライン
請求システムからダウンロー
ド可能になったという情報

空メールによる登録方法 Web上の登録ページからの登録方法 
メールの宛先を右の２次元バーコードから読
み込み、空メールを送信します。
または、宛先欄に次のアドレスを直接入力し、
空メールを送信します。
空メールの送信先：toroku@mail.ssk.or.jp

アクセス先を右の２次元バーコードから読み
込み、ブラウザよりWebページにアクセス
し、登録するメールアドレスを入力します。
返信メールに記載されている登録フォームへ
アクセスし、必要な項目をご入力ください。

医療機関等
（診療担当者団体を含む）へ

配信している情報
　返戻レセプトデータ、増減点
連絡書データおよび振込額明細
データ等がオンライン請求シス
テムからダウンロード可能にな
ったという情報

　ドメイン指定受信等を設定されている場
合、返信メールが届かない場合がありま
す。

「ssk@mail.ssk.or.jp」からのメールを受信できる
ように設定する必要があります。

　配信されているメールに掲載されている 
「登録内容の変更」でメールアドレスの
変更はできません。

お手数ですが、現在登録しているアドレスを配信
停止手続き後に、変更後のアドレスを新規登録願
います。　

　メールマガジンに掲載のリンク先は、支
払基金ホームページ（https://www.ssk.
or.jp/）へ移行するよう設定しているた

め安全です。
（※診療報酬情報提供サービスについては、厚生労働省が運用するホー
ムページ（http://shinryohoshu.mhlw.go.jp/）をご案内しています。）

　登録された情報は厳正に管理し、IP制限
や、二要素認証機能などのアクセス制御
機能を付加することにより、不正アクセ

スを遮断し、情報漏えいのリスクから守っていま
す。　

保険者・医療機関等共通の配信情報
①オンライン請求システム等に障害が発生
した場合の緊急連絡

②電子レセプトの記録条件仕様、レセ電の
基本マスターおよび電子点数表が更新さ
れたという情報
③厚生労働省から連絡文書（疑義解釈、保
険適用等）が発出されたという情報

登録方法

Q&A（よくあるお問い合わせ）

支払基金メールマガジンに
関するお問い合わせ先

支払基金メールマガジンでは以下の情報をインターネットメールで提供しています。

A1

A3

A2

A4

支払基金

支払基金メールマガジンのご案内 もう登録は
お済みですか？

Q2
登録しているメールアドレスを
変更できますか。

Q4
メールマガジンに掲載してある
リンク先は安全ですか。Q3

登録するメールアドレス等の
情報漏えいが心配です。

Q1
登録メールを
送信したのですが、
返信メールが届きません。



山中湖（山梨県）

山中湖は富士山の火山活動によって
作られた堰止湖で、富士五湖の一つ
に数えられます。湖越しに見る雄大
な富士山は、季節ごとに異なった表
情を見せてくれます。特に厳寒の冬
季は、澄んだ空気による鮮やかな雪
景色が楽しめるだけでなく、日没時
には山頂と太陽が重なる「ダイヤモ
ンド富士」の神々しい姿を観賞する
こともできます。
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基本理念
私たちの使命

私たちは、国民の皆様に信頼
される専門機関として、
診療報酬の「適正な審査」と

「迅速な支払」を通じ、
国民の皆様にとって大切な医
療保険制度を支えます。

今月の表紙
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対
象
と
す
る
レ
セ
プ
ト
は
、
令
和
４
年
４

月
〜
６
月
診
療
分
と
前
年
同
期
分
の
令
和

３
年
４
月
〜
６
月
診
療
分
の
電
子
レ
セ
プ

ト
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
比
較
し
、
分
析
し
て

い
ま
す
。
こ
の
分
析
対
象
期
間
に
お
け
る
新

　

件
数
・
日
数
・
点
数
及
び
診
療
諸
率

（
図
表
１
）
は
紙
レ
セ
プ
ト
と
電
子
レ
セ

プ
ト
を
合
わ
せ
た
令
和
４
年
４
月
〜
６
月

診
療
分
の
請
求
状
況
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
よ
っ
て
陽
性
者
数
が
増
加
し
た
こ

と
な
ど
に
伴
い
、
合
計
の
件
数
は
１
億
６

３
８
５
万
件
で
前
年
同
期
に
比
べ
３
・

81
％
の
増
加
、
点
数
は
４
０
７
７
億
１
７

０
０
万
点
で
３
・
57
％
の
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、
診
療
諸
率
を
み
る
と
、

図表１●件数・日数・点数及び診療諸率（令和４年４月〜６月診療分）

分
析
対
象
期
間
に
お
け
る

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

患
者
の
発
生
状
況

医
療
費
の
動
向

（
令
和
４
年
４
月
～
６
月
診
療
分  

医
科
・
歯
科
・
調
剤
・
医
薬
品
）

〜
被
用
者
保
険
等
分
〜

注１　令和４年４月～６月診療分とは、令和４年５月～７月審査分のことである。
注２　（　　）内は対前年同期増減率である。
注３　合計の件数、日数には調剤分を含まない。
注４　訪問看護療養費の点数欄の数値は、金額を点数換算した数値である。
注５　食事・生活療養費は含まない。
注６　被用者保険及び公費単独分である。
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1日当たり点数

1件当たり日数

1件当たり点数

点　数　（百万点）

日　数　（万日）

調剤 訪問
看護入院 入院外

件　数　（万件）

合計 医科計 歯科

（参考）令和３年度
　対前年度増減率

16,385
（3.81％）

25,886
（1.49％）

407,717
（3.57％）

2,488
（▲0.23％）

1.58
（▲2.23％）

1,575
（2.05％）

7.56％

12,834
（4.23％）

20,059
（2.01％）

282,948
（4.09％）

2,205
（▲0.14％）

1.56
（▲2.13％）

1,411
（2.04％）

8.48％

208
（▲1.44％）

2,309
（▲2.23％）

115,282
（0.89％）

55,388
（2.36％）

11.10
（▲0.81％）

4,992
（3.19％）

4.54％

12,626
（4.33％）

17,749
（2.59％）

167,666
（6.41％）

1,328
（1.99％）

1.41
（▲1.67％）

945
（3.72％）

11.52％

3,501
（2.14％）

5,477
（▲1.14％）

43,705
（1.23％）

1,248
（▲0.88％）

1.56
（▲3.21％）

798
（2.40％）

4.95％

8,056
（4.68％）

9,476
（2.91％）

77,102
（2.47％）

957
（▲2.11％）

1.18
（▲1.69％）

814
（▲0.42％）

5.35％

49
（15.22％）

351
（15.98％）

3,963
（16.29％）

8,006
（0.92％）

7.09
（0.65％）

1,129
（0.27％）

17.96％

１
件
当
た
り
点
数
の
増
減
率
は
０
・

23
％
の
減
少
、
１
日
当
た
り
点
数
は

２
・
05
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
４
月
〜
６
月

診
療
分
の
請
求
状
況

　

支
払
基
金
で
は
医
療
保
険
制
度
に
貢
献
す
る
デ
ー
タ
分
析
及
び
そ
の
活
用
促
進
を
事

業
目
的
の
一
つ
と
し
て
お
り
、
取
組
の
一
環
と
し
て
、
診
療
報
酬
改
定
の
年
に
電
子
レ

セ
プ
ト
を
対
象
と
し
て
医
療
費
の
動
向
を
分
析
・
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
令
和

４
年
４
月
の
診
療
報
酬
等
改
定
を
踏
ま
え
た
医
療
費
の
動
向
を
紹
介
し
ま
す
。
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等
は
除
外
し
、
医
科
入
院
・
医
科
入
院
外
・

歯
科
・
調
剤
ご
と
に
継
続
し
て
電
子
レ
セ
プ

ト
の
請
求
が
あ
っ
た
医
療
機
関
等
の
電
子

レ
セ
プ
ト
を
分
析
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
入
院
に
つ
い
て
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
へ
の
移
行
・

Ｄ
Ｐ
Ｃ
か
ら
の
退
出
や
１
０
０
床
単
位
の
病

床
数
階
級
に
変
更
が
あ
っ
た
医
療
機
関
を
除

い
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
医
療
機
関
全
体

の
約
９
割
が
要
因
分
析
の
対
象
レ
セ
プ
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。

医
科
の
分
析
（
図
表
４
）

　

図
表
４
は
、
医
科
計
の
診
療
項
目
別
・
増

減
要
因
別
点
数
を
示
し
た
も
の
で
す
。
な

お
、
図
中
の
増
減
要
因
の
う
ち
「
コ
ロ
ナ
臨

時
」
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
臨
時
的
な
診
療
報
酬
の
取
扱
い
に
係
る
点

数
分
（
感
染
症
対
策
実
施
加
算
を
含
む
）
を

集
計
し
た
も
の
で
す
。

　

医
科
計
の
増
減
率
は
、
本
体
は
２
・
25
％

の
増
加
、
医
薬
品
は
０
・
14
％
の
増
加
、
特

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の
発
生
状

況
を
図
表
２
に
示
し
ま
し
た
。

　

図
中
の
赤
枠
で
囲
っ
た
部
分
が
今
回
の
分

析
対
象
期
間
で
あ
り
、令
和
３
年
４
月
〜
６

月
は
い
わ
ゆ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
第
４
波
の
時
期
、令
和
４
年
４
月
〜
６
月

は
第
６
波
と
第
７
波
の
間
の
時
期
と
な
っ
て

い
ま
す
。
分
析
対
象
期
間
を
比
較
す
る
と
、

新
規
陽
性
者
数
は
増
加
す
る
一
方
で
、
重
症

者
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
傷
病
名
（
疑
い
を
含
む
）
が
記
録

さ
れ
て
い
る
レ
セ
プ
ト
件
数
（
図
表
３
）
は
、

特
に
入
院
外
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
が

増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
伸
び
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
病
院
入
院
で
は
、

重
症
者
数
の
減
少
に
伴
う
感
染
症
入
院
が

少
な
く
な
っ
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
確
定
病
名
が
記
録
さ
れ
て
い
る

レ
セ
プ
ト
件
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
「
診
療
項
目
別
・
増
減
要
因
別
」
に
よ
る

分
析
で
は
、
定
点
的
な
分
析
を
行
う
た
め
、

期
間
中
に
新
設
や
廃
止
さ
れ
た
医
療
機
関

図表２●新型コロナウイルス感染症患者の発生状況

R3.10R3.4 R3.5 R3.6 R3.7 R3.8 R3.9 R4.5R3.11 R3.12 R4.1 R4.2 R4.3 R4.4 R4.6 R4.7

注　厚生労働省の新型コロナウイルス感染症情報のオープンデータを基に作成

診
療
項
目
別
・
増
減
要
因
別

分
析
の
対
象
レ
セ
プ
ト

電
子
レ
セ
プ
ト
に
お
け
る
診
療

項
目
別
・
増
減
要
因
別
点
数

等
の
分
析

図表３●新型コロナウイルス感染症の傷病名が記録されているレセプト件数

月刊基金 December 20223



定
器
材
は
０
・
07
％
の
増
加
、
総
計
で
２
・

46
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
所
定
点
数
の
変
動
・
コ
ロ
ナ
臨
時
」
で

は
、「
検
査
」
が
０
・
77
％
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
一
般
的
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と
呼

ば
れ
る
「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
‐
Ｃ
ｏ
Ｖ
‐
２
核
酸
検

出
検
査
」
の
点
数
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
影
響

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、「
廃
止
・
コ
ロ
ナ
臨
時
」
で
は
、
乳

幼
児
感
染
予
防
策
加
算
の
廃
止
（
令
和
４

年
３
月
診
療
分
ま
で
）、
感
染
症
対
策
実
施

加
算
の
廃
止
（
令
和
３
年
９
月
診
療
分
ま

で
）
な
ど
、感
染
症
対
策
に
係
る
加
算
措
置

の
算
定
可
能
期
限
が
到
来
し
た
こ
と
に
よ
り

減
少
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、「
算
定
回
数
の
変
動
」
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、

「
コ
ロ
ナ
臨
時
」
に
お
い
て
、
再
診
料
、
検
査
、

医
学
管
理
等
が
増
加
し
、「
コ
ロ
ナ
臨
時
以

外
」
に
お
い
て
も
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
数

が
増
え
た
こ
と
に
伴
う
判
断
料
の
回
数
増
な

ど
に
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
新
設
」
に
つ
い
て
は
、
１
・
10
％
増
加

し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
「
手
術
」
の
０
・

57
％
の
増
加
は
主
に
不
妊
治
療
が
保
険
適

用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
、「
入
院
基
本

料
」
の
０
・
15
％
の
増
加
は
、
手
術
や
救

急
医
療
等
の
高
度
専
門
的
医
療
・
急
性
期

医
療
の
提
供
体
制
を
十
分
に
確
保
す
る
急

性
期
病
棟
に
つ
い
て
、
新
た
な
評
価
と
し
て

「
急
性
期
充
実
体
制
加
算
」（
７
日
以
内
の
場

合
、
１
日
に
つ
き
４
６
０
点
な
ど
）
が
設
定

さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。「
処

置
」
の
０
・
06
％
の
増
加
に
つ
い
て
は
、「
耳

鼻
咽
喉
科
乳
幼
児
処
置
加
算
」
等
の
新
設

に
よ
る
影
響
で
す
。
な
お
、「
医
学
管
理
等
」

の
増
加
は
、外
来
化
学
療
法
加
算
（
抗
悪
性

腫
瘍
剤
を
注
射
し
た
場
合
）
が
廃
止
さ
れ
、

外
来
腫
瘍
化
学
療
法
診
療
料
が
新
設
さ
れ

た
た
め
で
あ
り
、
前
者
の
外
来
化
学
療
法

加
算
の
廃
止
分
に
つ
い
て
は
、「
廃
止
・
改

定
分
」
の
「
注
射
」
の
減
少
と
し
て
表
れ
て

い
ま
す
。

ー
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
の
影
響
（
図
表
５
）

　

令
和
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
よ
り
保

険
適
用
と
な
っ
た
不
妊
治
療
に
つ
い
て
、
令

和
４
年
の
診
療
行
為
の
算
定
状
況
を
図
表

５
に
示
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
４
月
〜
６

月
診
療
分
の
被
用
者
保
険
等
の
総
点
数
は

14
・
６
億
点
で
あ
り
、
令
和
３
年
４
月
〜
６

月
診
療
分
の
医
療
費
に
対
し
て
０
・
54
％
の

影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、被
用
者
保
険

は
、
被
保
険
者
の
年
齢
層
が
比
較
的
高
い

他
の
医
療
保
険
制
度
と
比
べ
、
不
妊
治
療

図表４●診療項目別・増減要因別点数の増減率【医科計】
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図表６●診療項目別・増減要因別点数の増減率【診療所入院】

点数 算定回数 総点数 寄与度
（参考）寄与度
要因対象電子
レセプト分

一般不妊治療

医学管理料 一般不妊治療管理料
（３月に１回） 250点 7.9万回 20百万点 0.01% 0.01%

手術 人工授精 1,820点 6.7万回 122百万点 0.04% 0.05%

生殖補助医療

医学管理料 生殖補助医療管理料 
（月に１回） 300/250点 9.8万回 28百万点 0.01% 0.01%

検査
抗ミュラー管ホルモン

（ＡＭＨ）/Ｙ染色体微小欠
失検査

600/3,770点 2.5万回 16百万点 0.01% 0.01%

手術 採卵術（加算含む） 3,200～10,400点 3.8万回 294百万点 0.11% 0.11%

〃 精巣内精子採取術 12,400/24,600点 0.0万回 7百万点 0.00% 0.00%

〃 体外受精・顕微授精管理料
（加算含む） 4,200～12,800点 3.3万回 229百万点 0.08% 0.09%

〃 受精卵・胚培養管理料
（加算含む） 4,500～10,500点 3.0万回 262百万点 0.10% 0.10%

〃 胚凍結保存管理料 3,500～13,000点 2.6万回 162百万点 0.06% 0.06%

〃 胚移植術（加算含む） 7,500/12,000点 2.6万回 322百万点 0.12% 0.12%

計 42.2万回 1,461百万点 0.54% 0.56%

図表５●令和４年４月に保険適用となった不妊治療に係る診療行為の算定状況（全医療機関）

電子レセプト分
令和４年４月〜6月診療分

注　「寄与度」は、医療費（医科計）全体の増減率に対し、各診療行為の増減に対する度合を示したものである。
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を
受
け
る
若
年
層
が
多
い
た
め
、被
用
者
保

険
以
外
も
含
め
た
医
療
費
全
体
に
与
え
る

影
響
と
し
て
は
、
概
ね
０
・
23
％
程
度
で
あ

る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

不
妊
治
療
の
診
療
行
為
別
に
み
る
と
、

胚
移
植
術
３
・
２
億
点
（
０
・
12
％
）、
採

卵
術
２
・
９
億
点
（
０
・
11
％
）、受
精
卵
・

胚
培
養
管
理
料
２
・
６
億
点
（
０
・
10
％
）

が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

診
療
所
入
院
の
分
析
（
図
表
６
）

　

さ
ら
に
診
療
所
入
院
の
診
療
項
目
別
・

増
減
要
因
別
点
数
に
つ
い
て
分
析
し
た
も
の

が
、
図
表
６
で
す
。

　

診
療
所
入
院
に
お
い
て
も
医
科
計
と
同

様
に
、「
新
設
」
で
は
、
不
妊
治
療
が
保
険

適
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
「
手
術
」
が
増
加

し
、「
廃
止
・
コ
ロ
ナ
臨
時
」
で
は
、
感
染
症

対
策
に
係
る
加
算
措
置
の
算
定
可
能
期
限

の
到
来
に
よ
る
減
少
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
所
定
点
数
の
変
動
・
改
定
分
」

で
は
、「
入
院
基
本
料
」
が
増
加
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
「
有
床
診
療
所
一
般
病
床
初

期
加
算
」
に
つ
い
て
、
急
性
期
医
療
を
担
う

他
の
医
療
機
関
か
ら
の
患
者
受
入
れ
と
、在

宅
患
者
受
入
れ
を
区
別
し
て
評
価
す
る
こ
と

と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。　

図表７●帝王切開術等の算定回数の変化 要因分析対象電子レセプト分

令和３年４月～６月診療分（回） 令和４年４月～６月診療分（回）

増減率
帝王切開術

鉗子娩出術
吸引娩出術
骨盤位娩出術

帝王切開術
鉗子娩出術
吸引娩出術
骨盤位娩出術

医科入院計 53,026 36,780 16,246 50,714 34,818 15,896 ▲4.4%

病院入院（一般病院） 7,548 4,520 3,028 7,168 4,145 3,023 ▲5.0%

病院入院（DPC病院） 24,997 20,212 4,785 23,742 19,205 4,537 ▲5.0%

診療所入院 20,481 12,048 8,433 19,804 11,468 8,336 ▲3.3%

注　帝王切開術は、緊急帝王切開（22,200点）と選択帝王切開（20,140点）の合計である。

令和３年 令和４年 前年同月増減率

４月 68,271人 60,924人 ▲10.8％

５月 68,111人 62,866人 ▲  7.7％

６月 68,549人 62,284人 ▲  9.1％

分娩件数（一般病院） 分娩件数（一般診療所）

うち
帝王切開

割合
うち

帝王切開
割合

平成26年 46,451 11,543 24.8% 38,765 5,254 13.6%

平成29年 41,778 10,761 25.8% 35,175 4,926 14.0%

令和２年 38,086 10,417 27.4% 31,847 4,671 14.7%

注　令和３年度の出生数は令和２年度に比べて1.3％減少している。
出典：厚生労働省（人口動態統計月報（概数））

出典：厚生労働省（医療施設（静態・動態）調査（確定数）・病院報告）

各年9月図表８●帝王切開娩出術件数割合

図表９●出生数の推移
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歯
科
の
分
析
（
図
表
10
） 

　

歯
科
の
増
減
率
は
、
本
体
は
０
・
31
％

の
増
加
、
医
薬
品
は
０
・
01
％
の
減
少
、
特

定
器
材
は
０
・
02
％
の
増
加
、
総
計
で
０
・

32
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
歯
冠
修
復
及
び
欠
損
補
綴
」
に
つ
い
て

み
る
と
、「
新
設
」
で
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
が
保

険
適
用
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
う
金
属
歯
冠
修
復
の

減
少
が
、
こ
れ
ま
で
の
減
少
傾
向
に
加
え
て

影
響
し
、「
算
定
回
数
の
変
動
・
コ
ロ
ナ
臨
時

以
外
」
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
「
そ
の
他
」
の
増
加
に
つ
い
て
は
、
歯

科
用
貴
金
属
材
料
価
格
の
高
騰
、特
に
パ
ラ

ジ
ウ
ム
の
素
材
価
格
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

下
で
急
騰
し
た
こ
と
か
ら
、
素
材
価
格
の
変

動
状
況
に
応
じ
て
年
４
回
（
４
月
・
７
月
・

10
月
・
１
月
）
価
格
改
定
を
行
う
「
随
時

改
定
」
に
加
え
、特
例
的
に
令
和
４
年
５
月

「
緊
急
改
定
」
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
「
所
定
点
数
の
変
動
・
改
定
分
」
に
つ
い

て
は
、
初
診
料
、
再
診
料
が
そ
れ
ぞ
れ
３
点

増
点
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、「
初
診
料
」
が

０
・
08
％
、「
再
診
料
」
が
０
・
29
％
増
加

　
「
算
定
回
数
の
変
動
・
コ
ロ
ナ
臨
時
以
外
」

で
は
、「
入
院
基
本
料
」
の
減
少
に
つ
い
て

は
、近
年
の
有
床
診
療
所
の
減
少
傾
向
の
影

響
に
よ
る
も
の
、「
手
術
」
の
減
少
に
つ
い
て

は
、帝
王
切
開
術
の
算
定
回
数
が
減
少
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
な
ど
の
影
響
で
す
。
帝
王

切
開
術
に
つ
い
て
は
令
和
４
年
度
診
療
報
酬

改
定
に
お
い
て
、算
定
要
件
や
所
定
点
数
等

に
変
更
が
な
い
こ
と
か
ら
、
減
少
要
因
に
つ

い
て
調
べ
ま
し
た
。

ー
帝
王
切
開
術
等
の
算
定
回
数
の
変
化
　

　

帝
王
切
開
術
や
鉗
子
娩
出
術
な
ど
、
保

険
適
用
と
な
る
分
娩
の
手
術
の
算
定
回
数

（
図
表
７
）
は
、
令
和
４
年
４
月
〜
６
月
診

療
分
は
、
前
年
同
期
と
比
べ
て
４
・
４
％

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、分
娩
件
数
に
占
め
る
帝
王
切
開
術

の
割
合
（
図
表
８
）
は
一
般
病
院
、
診
療
所

と
も
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、令
和
２
年
で
は
、

一
般
病
院
で
27
・
４
％
、
診
療
所
で
は
14
・

７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
図
表
９
に
よ
り
令
和
４
年
４
月

〜
６
月
の
出
生
数
を
み
る
と
、前
年
同
月
増

減
率
は
10
％
前
後
の
減
少
で
推
移
し
て
お

り
、出
生
数
が
減
少
し
た
こ
と
が
帝
王
切
開

術
の
減
少
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

図表10●診療項目別・増減要因別点数の増減率【歯科】
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図表11●診療項目別・増減要因別点数の増減率【調剤】

し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
処
置
」
が
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
歯
周
病
安
定
期
治
療
の

見
直
し
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
見
直
し
に

よ
り
、歯
周
病
安
定
期
治
療
Ⅱ
が
廃
止
と
な

り
、当
該
診
療
行
為
に
含
ま
れ
別
に
算
定
で

き
な
か
っ
た
歯
周
病
検
査
が
、
令
和
４
年
４

月
以
降
別
に
算
定
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
た

め
、「
算
定
回
数
の
変
動
・
コ
ロ
ナ
臨
時
以

外
」
の
「
検
査
」
の
実
施
数
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、歯
周
病
安
定
期
治
療
の
見
直

し
に
よ
る
所
定
点
数
の
変
動
は
０
・
90
％
の

減
少
で
す
が
、「
検
査
」
に
お
け
る
歯
周
病

検
査
の
増
加
分
の
う
ち
、令
和
３
年
４
月
〜

６
月
の
歯
周
病
安
定
期
治
療
Ⅱ
に
含
ま
れ

て
い
た
点
数
を
考
慮
し
た
場
合
、歯
周
病
安

定
期
治
療
全
体
に
お
け
る
実
質
的
な
診
療

報
酬
改
定
の
影
響
は
０
・
28
％
の
減
少
と
評

価
さ
れ
ま
す
。

調
剤
の
分
析
（
図
表
11
） 

　

令
和
４
年
度
調
剤
報
酬
改
定
に
よ
り
、

「
薬
剤
調
製
料
」「
調
剤
管
理
料
」「
服
薬
管

理
指
導
料
」
が
新
設
さ
れ
、旧
来
の
調
剤
料

等
の
構
成
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
構
成

見
直
し
の
影
響
を
除
外
す
る
た
め
、令
和
３

年
度
に
つ
い
て
も
改
定
後
の
項
目
の
分
類
に

図表12●調剤基本料、後発医薬品調剤体制加算、地域支援体制加算、調剤料（内服薬）の見直しの影響

調剤基本料 後発医薬品調剤体制加算 地域支援体制加算 調剤料（内服薬）

所定点数の変動 ▲0.22% ＋0.16% ＋0.21% ＋0.01%

算定回数の変動 ＋0.06% ▲0.18% ＋0.27% ＋0.29%

合計 ▲0.15% ▲0.02% ＋0.48% ＋0.30%
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よ
り
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

調
剤
の
増
減
率
は
、
本
体
は
０
・
52
％

の
増
加
、
医
薬
品
は
０
・
70
％
の
増
加
、
特

定
器
材
は
０
・
０
０
３
％
の
増
加
、
総
計
で

１
・
23
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
所
定
点
数
の
変
動
・
改
定
分
」
を
み
る

と
、
服
薬
管
理
指
導
料
の
所
定
点
数
が
２

点
増
点
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、「
服
薬
管
理

指
導
料
」
が
０
・
25
％
増
加
し
、
ま
た
、
調

剤
管
理
料
（
内
服
薬
以
外
）
の
所
定
点
数
が

４
点
増
点
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、「
薬

剤
調
製
料
・
調
剤
管
理
料
」
が
０
・
10
％
増

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
調
剤
基
本
料
、
後
発
医
薬
品

調
剤
体
制
加
算
、地
域
支
援
体
制
加
算
、調

剤
料
（
内
服
薬
）
の
見
直
し
が
な
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
影
響
に
つ
い
て
は
図
表
12
の

と
お
り
評
価
さ
れ
、
そ
の
結
果
が
「
所
定

点
数
の
変
動
・
改
定
分
」「
算
定
回
数
の
変

動
・
コ
ロ
ナ
臨
時
以
外
」
に
表
れ
て
い
ま
す
。

　
「
廃
止
・
コ
ロ
ナ
臨
時
」
に
お
い
て
は
、
調

剤
感
染
症
対
策
実
施
加
算
（
令
和
３
年
９

月
調
剤
分
ま
で
）
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
減
少

し
て
い
ま
す
。

図表13●医薬品の増減要因別 点数の増減率【医薬品計】

注　DPC請求分については、出来高で請求された医薬品を対象としている。

医
薬
品
の
分
析
（
図
表
13
）

　

医
薬
品
全
体
の
増
減
率
を
注
射
薬
の
影

響
、
内
服
薬
の
影
響
、
外
用
薬
の
影
響
等
に

分
け
、
さ
ら
に
そ
の
増
減
要
因
を
薬
価
の
変

動
や
数
量
の
変
動
等
、６
つ
の
要
因
に
分
解

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
要
因
の
う
ち
「
販

売
開
始
・
新
薬
」
は
令
和
３
年
７
月
以
降
に

販
売
開
始
さ
れ
た
医
薬
品
の
う
ち
新
規
の
成

分
に
係
る
点
数
を
、「
販
売
開
始
・
規
格
追

加
等
」
は
令
和
３
年
７
月
以
降
に
販
売
開

始
さ
れ
た
医
薬
品
の
う
ち
、
剤
形
、
規
格
単

位
等
が
追
加
さ
れ
た
医
薬
品
な
ど
新
薬
以

外
に
係
る
点
数
分
を
集
計
し
て
い
ま
す
。

　
「
所
定
点
数
の
変
動
」
に
つ
い
て
は
、
薬

価
の
引
下
げ
に
よ
り
い
ず
れ
も
減
少
し
て
お

り
、
内
服
薬
に
つ
い
て
は
、「
サ
イ
ン
バ
ル
タ

カ
プ
セ
ル
」
や
「
イ
ー
ケ
プ
ラ
」、
ま
た
、
注

射
薬
に
つ
い
て
は
、「
ヒ
ュ
ミ
ラ
皮
下
注
」
や

「
キ
イ
ト
ル
ー
ダ
点
滴
静
注
」
な
ど
の
薬
価

の
引
下
げ
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
販
売
開
始
・
新
薬
」
で
は
、
脊

髄
性
筋
萎
縮
症
を
効
能
・
効
果
と
す
る
「
ス

ピ
ン
ラ
ザ
髄
注
」
の
類
似
薬
で
あ
る
「
エ
ブ

リ
ス
デ
ィ
ド
ラ
イ
シ
ロ
ッ
プ
」
が
令
和
３
年

８
月
に
販
売
開
始
と
な
っ
た
こ
と
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
治
療
薬
で
あ
る
「
ベ

月刊基金 December 20229



図表14●医薬品の使用状況【医薬品計】

ク
ル
リ
ー
点
滴
静
注
用
」
が
令
和
３
年
10

月
か
ら
流
通
開
始
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
増

加
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
販
売
開
始
・
規

格
追
加
等
」
で
は
、「
ユ
ル
ト
ミ
リ
ス
点
滴

静
注
」
の
高
濃
度
製
剤
が
令
和
３
年
12
月

に
販
売
開
始
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
「
数
量
の
変
動
」
に
お
い
て
は
、
例
え
ば

「
オ
プ
ジ
ー
ボ
点
滴
静
注
」
が
胃
が
ん
･
食

道
が
ん
に
も
適
応
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
医
薬
品
の
数
量
が
増
え
た
こ
と
な

ど
の
影
響
が
増
加
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ー
医
薬
品
の
使
用
状
況
（
図
表
14
）

　

左
の
縦
の
棒
グ
ラ
フ
に
つ
い
て
は
、
医
薬

品
の
増
減
の
う
ち
、
注
射
薬
、
内
服
薬
、
外

用
薬
等
の
寄
与
度
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
た
も
の

で
す
。

　

右
の
横
棒
グ
ラ
フ
に
つ
い
て
は
、
医
薬
品

の
構
成
割
合
を
示
し
て
お
り
、医
薬
品
計
で

は
、
注
射
薬
が
34
・
６
％
、
内
服
薬
が
55
・

８
％
、外
用
薬
が
９・６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
内
訳
と
し
て
主
な
薬
効
分
類

別
に
そ
の
増
減
率
を
示
し
て
い
ま
す
。
薬
価

は
全
体
的
に
引
下
げ
と
な
っ
た
も
の
の
、
注

射
薬
の
増
減
率
は
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
中

で
、
注
射
薬
の
構
成
割
合
を
み
る
と
、「
他

に
分
類
さ
れ
な
い
代
謝
性
医
薬
品
」
や
「
血

注１　左図は令和３年４月～６月診療分に対する令和４年４月～６月診療分の点数の増減率である。　
注２　右図の％は令和４年４月～６月診療分における各項目の点数の増減率、［％］は点数の構成割合を示している。
注３　DPC請求分については、出来高で請求された医薬品を対象としている。
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図表15●後発医薬品使用割合（数量シェア）【医科歯科計】

液
製
剤
類
」
の
増
減
率
も
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。

ー
後
発
医
薬
品
使
用
割
合
（
図
表
15
）

　

後
発
医
薬
品
使
用
割
合
の
算
出
に
当

た
っ
て
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
薬
価
基
準
収
載
品
目
リ
ス
ト
及
び
後
発
医

薬
品
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
」
に
基
づ
き

医
薬
品
を
分
類
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
発
医
薬
品
使
用
割
合
の
算
定

式
は
、「
後
発
医
薬
品
の
数
量
」
を
「『
後
発

医
薬
品
の
あ
る
先
発
医
薬
品
の
数
量
』
と

『
後
発
医
薬
品
の
数
量
』
の
和
」
で
除
し
て

算
出
し
て
い
ま
す
。

　

後
発
医
薬
品
使
用
割
合
に
つ
い
て
、全
体

の
動
向
を
み
る
と
、
令
和
３
年
に
医
科
・

歯
科
合
計
で
78
・
２
％
で
あ
っ
た
後
発
医
薬

品
の
使
用
割
合
が
令
和
４
年
に
は
79
・
６
％

ま
で
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
分
析
結
果
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
支
払
基
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

資料掲載箇所
医療費の動向（令和４年４月～６月診療分）は支払基金ホームページ

（https://www.ssk.or.jp/）に掲載しています。
トップページ → 統計情報 → 医療費分析
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Topics
は
じ
め
に

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
I
C
チ
ッ
プ
ま
た
は

健
康
保
険
証
の
記
号
番
号
等
を
利
用
し
、

医
療
機
関
・
薬
局
の
窓
口
で
患
者
の
保

険
資
格
情
報
等
を
確
認
す
る
仕
組
み
と

し
て
、
２
０
２
１
年
３
月
か
ら
試
行
運

用
、
同
年
10
月
か
ら
本
格
運
用
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
支
払
基
金
に
お
い
て
は
、

厚
生
労
働
省
と
連
携
し
つ
つ
、
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と

と
も
に
、
導
入
促
進
に
係
る
取
組
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
２
１

年
４
月
か
ら
は
、
シ
ス
テ
ム
開
発
等
を

担
当
す
る
情
報
化
企
画
部
と
医
療
機

関
・
薬
局
へ
の
シ
ス
テ
ム
導
入
支
援
等

を
行
う
情
報
化
支
援
部
に
組
織
を
改
め
、

体
制
を
強
化
し
た
上
で
、
情
報
化
支
援

部
を
中
心
に
導
入
促
進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
６
月
７
日
に
は「
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
２
」

が
閣
議
決
定
さ
れ
、
こ
の
方
針
に
お
い

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
つ
い
て
、

保
険
医
療
機
関
・
薬
局
に
、
２
０
２
３

年
４
月
か
ら
導
入
を
原
則
と
し
て
義
務

付
け
る
と
と
も
に
、
導
入
が
進
み
、
患

者
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保

険
証
利
用
が
進
む
よ
う
、
関
連
す
る
支

援
等
の
措
置
を
見
直
す
と
さ
れ
、
医
療

情
報
化
支
援
基
金
に
よ
る
医
療
機
関
・

薬
局
向
け
補
助
の
拡
充
の
ほ
か
、
同
年

10
月
か
ら
は
診
療
報
酬
上
の
加
算
の
取

扱
い
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
政
府
は
２
０
２
４
年
秋
に

現
在
使
わ
れ
て
い
る
保
険
証
を
廃
止
し
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
一
本
化
し
た

形
に
切
り
替
え
る
と
の
方
針
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
関
す
る
閣

議
決
定
や
支
払
基
金
の
体
制
等
の
概
要

に
つ
い
て
は
以
上
の
と
お
り
で
す
。

　

次
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
導
入

促
進
に
お
け
る
支
払
基
金
の
役
割
に
つ

い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

役
割

　

支
払
基
金
に
お
け
る
導
入
促
進
の
役

割
は
、
大
き
く
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
医
療
機
関
・
薬
局
に
対
す
る
支
援
の

実
施
と
、
も
う
一
つ
は
周
知
広
報
活
動

で
す
。

１　
医
療
機
関
・
薬
局
へ
の
支
援

　

医
療
機
関
・
薬
局
に
対
し
、
次
の
支

援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①　

医
療
機
関
・
薬
局
の
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
導
入
に
必
要

な
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の

提
供

②　

導
入
し
た
医
療
機
関
・
薬
局
に
対

す
る
補
助
金
の
交
付

③　

①
及
び
②
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
た

め
の
医
療
機
関
等
向
け
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
構
築

④　

コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
照

会
対
応

２　
周
知
広
報
活
動

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
導
入
促
進
の

た
め
、
次
の
周
知
広
報
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

①　

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
を
実
施
し
て
い

る
医
療
機
関
・
薬
局
の
請
求
時
に
、

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
画
面
に
よ
り
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
に
関
す
る
情
報
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
導
入
状
況
を
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
調
査
し
、
導
入
状

況
に
応
じ
た
導
入
促
進
（
導
入
の
案

内
）
に
活
用

②　

①
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
を
実
施
し
て
い
る

医
療
機
関
・
薬
局
の
う
ち
、
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
に
必
要
な
顔
認
証
付

き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
申
し
込
ん
で

い
な
い
医
療
機
関
・
薬
局
に
対
し
、

支
払
基
金
の
地
方
組
織
か
ら
架
電
に

よ
る
勧
奨
を
実
施

③　

支
払
基
金
が
設
置
し
た
コ
ン
タ
ク

ト
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
医
療
機
関
・
薬

局
の
導
入
状
況
に
応
じ
た
導
入
の
案

内
を
架
電
に
よ
り
実
施

④　

医
療
機
関
等
向
け
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等

シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
情
報
の
提
供

⑤　

導
入
手
順
、
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
、

実
際
に
導
入
し
た
医
療
機
関
・
薬
局

の
声
な
ど
を
掲
載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
配
布

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

導
入
促
進
に
係
る

支
払
基
金
の
役
割
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Topics

助
金
申
請
の
件
数
が
大
幅
に
増
加
す
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

支
払
基
金
と
し
ま
し
て
は
、
前
述
の

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
画
面
に
よ
る
情
報
の
提

供
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
た
導

入
促
進
な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
医
療
機

関
・
薬
局
に
対
し
て
導
入
の
支
援
、
働

き
か
け
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

確
認
の
仕
組
み
を
更
に
有
効
に
活
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
新
た
に
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
た
診
療

情
報
閲
覧
機
能
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

診
療
情
報

と
は

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
に
お
け
る
診
療

情
報
と
は
、
患
者
が

医
療
機
関
を
受
診
し

た
際
に
受
け
た
診
療

行
為
の
情
報
で
あ
り
、

過
去
に
患
者
が
受
診

し
た
医
療
機
関
名
、

受
診
歴
、
診
療
年
月

日
、
診
療
行
為
名
な

ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

今
般
、
医
療
機
関
・
薬
局
に
お
い
て

閲
覧
対
象
と
な
る
診
療
行
為
名
は
、
放

射
線
治
療
、
画
像
診
断
、
病
理
診
断
、

医
学
管
理
等
、
在
宅
医
療
の
う
ち
在
宅

療
養
指
導
管
理
料
、
処
置
の
う
ち
人
工

腎
臓
、
持
続
緩
徐
式
血
液
濾
過
、
腹
膜

灌
流
で
す
（
図
１
）。
こ
れ
ら
の
情
報

は
、
す
で
に
閲
覧
可
能
な
薬
剤
情
報
と

同
様
に
月
次
で
医
療
機
関
か
ら
提
出
さ

れ
た
レ
セ
プ
ト
か
ら
抽
出
し
て
作
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
５
年
５
月
か
ら
は
、
医

療
機
関
・
薬
局
へ
の
手
術
情
報
（
手
術

（
移
植
・
輸
血
含
む
）、
短
期
滞
在
手
術

等
基
本
料
）
の
提
供
開
始
を
予
定
し
て

い
ま
す
。 

診
療
情
報
閲
覧
の
仕
組
み

　

医
療
機
関
・
薬
局
で
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
持
参
し
た
患
者
か
ら
同

意
を
得
ら
れ
た
場
合
、
診
療
情
報
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム

を
導
入
済
み
の
医
療
機
関
・
薬
局
に
て

必
要
な
設
定
を
し
た
上
で
、
そ
の
医
療

　

以
上
が
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
導
入

促
進
に
係
る
支
払
基
金
の
主
な
役
割
で

す
が
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
の
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
導
入
の
原
則
義
務
化
に

伴
い
、
導
入
期
限
で
あ
る
令
和
５
年
３

月
末
ま
で
の
運
用
開
始
に
向
け
て
、
今

後
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
申
込
み
や
補

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
際
に
、
医

療
機
関
や
薬
局
は
、
保
険
資
格
情
報
の

確
認
の
み
な
ら
ず
、
患
者
本
人
の
同
意

の
も
と
で
特
定
健
診
等
情
報
や
薬
剤
情

報
の
閲
覧
が
で
き
る
た
め
、
よ
り
多
く

の
正
確
な
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
よ
り
良
い

医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
患
者
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
を
通
じ
て
、
過
去
の
受
診
歴
・
診
療

情
報
を
閲
覧
で
き
る
た
め
、
そ
の
情
報

を
基
に
医
師
や
薬
剤
師
と
健
康
状
況
を

共
有
で
き
、
よ
り
正
確
な
情
報
に
基
づ

い
た
診
療
や
服
薬
指
導
等
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
本
年
９
月
11
日
か
ら
は
放

射
線
治
療
や
画
像
診
断
の
実
施
な
ど
の

診
療
情
報
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
回
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
お
い
て

診
療
情
報
の
閲
覧
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

図１●診療情報で閲覧可能な情報項目

●診療・薬剤情報（PDFサンプル）

出典（PDFの引用元）：医療機関等向けポータルサイト
https://www.iryohokenjyoho-portalsite.jp/download/post-18.html

どこの医療機関での
診療・薬剤情報か確
認できます。

診療情報は診療識別
毎に分けて確認でき
ます。

診療情報と薬剤情報
を合わせて確認でき
ます。

過去に診察を受けた
医療機関での受診歴
が確認できます。

月刊基金 December 202213



Topics

活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

閲
覧
可
能
な
診
療
情
報
の
閲

覧
・
保
存
期
間
は
３
年
間
で
あ

り
、
診
療
翌
月
５
〜
10
日
ま
で

に
審
査
支
払
機
関
で
レ
セ
プ
ト

と
し
て
受
け
付
け
た
診
療
行
為

デ
ー
タ
が
一
括
し
て
11
日
の
朝

ま
で
に
登
録
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

11
〜
12
日
に
受
け
付
け
た
レ
セ

プ
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
翌
朝
ま
で
に

登
録
さ
れ
ま
す
。

　

前
記
に
加
え
て
、
患
者
は
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
介
し
て
自
身

の
診
療
情
報
（
手
術
情
報
を
含

む
）
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
は
、
患
者

が
医
療
機
関
・
薬
局
で
受
け
取

る
診
療
・
調
剤
明
細
書
に
記
載

さ
れ
て
い
る
診
療
行
為
名
・
調

剤
行
為
名
と
同
様
の
情
報
を
閲

覧
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
仕
組
み
の
運
用

開
始
に
伴
っ
て
閲
覧
可
能
と
な

る
診
療
情
報
は
、
令
和
４
年
６

月
以
降
に
医
療
機
関
・
薬
局
か

ら
提
出
さ
れ
た
電
子
レ
セ
プ
ト
（
医

科
・
歯
科
・
調
剤
・
D
P
C
）
か
ら
抽

出
し
た
デ
ー
タ
を
基
に
作
成
し
て
お
り
、

月
遅
れ
請
求
分
及
び
返
戻
後
の
再
請
求

機
関
・
薬
局
に
お
い
て
患
者
本
人
か
ら

同
意
を
得
る
こ
と
で
、
他
医
療
機
関
を

含
め
た
診
療
情
報
を
医
師
・
薬
剤
師
な

ど
の
有
資
格
者
が
閲
覧
し
て
診
療
等
に

支払基金
・国保中央会

オンライン資格確認等
システム

④
OR

患者の資格情報等
を取得・取込

③

健康保険証の
記号番号等を入力

OR

顔認証による本人確認

顔認証付き
カードリーダー 目視

患者

健康保険証を提示
②

又は

②

マイナンバーカード

健康保険証

マイナンバーカードを
カードリーダーに置く

暗証番号（4桁）
による本人確認

※マイナンバーカードは
預からない

※健康保険証でも資格確認が可能
※特定健診等の閲覧は、マイナンバーカードが
　必要（診療情報を含む）

特定健診等情報

被保険者番号
（個人単位化）

資格情報
特定健診等情報

診療情報等

電子証明書の
シリアルナンバー

被保険者番号
（個人単位）

医療保険者等

閲 覧

① 

登 

録

資格情報

患者・一般の方
マイナポータル

薬剤情報等
診療情報閲覧により、他医療
機関の情報を活用した円滑な
医療の提供が実現します。 

※マイナンバーカードによる資格確認時のみ

シカク君

令和4年9月11日
から閲覧可能

※政府が提供している、オンラインで自分の情報
が見られる等の機能を有する自分専用のサイト

＊マイナンバーは用い
ず、マイナンバーカー
ドのICチップ内の電
子証明書を用いる。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

健
康
保
険
証

●オンライン資格確認等システムにおける診療情報閲覧の仕組み

出典：診療情報閲覧機能でできること　https://www.mhlw.go.jp/content/10200000/000992343.pdf

分
も
令
和
３
年
９
月
以
降
に
行
わ
れ
た

診
療
行
為
等
に
限
り
対
象
と
な
り
ま
す
。

診
療
情
報
の
活
用
例

　

導
入
後
の
運
用
イ
メ
ー
ジ
の
参
考
と

し
て
、
医
療
機
関
・
薬
局
で
の
診
療
情

報
の
閲
覧
の
活
用
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

医
療
機
関
で
の
活
用

　

外
来
診
療
の
場
面
で
は
、
他
医
療
機

関
で
の
診
療
実
績
な
ど
が
把
握
で
き
る

た
め
、
問
診
・
診
察
に
係
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
に
役
立
ち
ま
す
。

ま
た
、
他
医
療
機
関
で
の
画
像
診
断
な

ど
の
実
施
有
無
が
把
握
で
き
、
重
複
し

た
検
査
の
抑
止
等
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

入
院
・
転
院
等
の
患
者
受
入
れ
の
場

面
で
は
、
紹
介
状
で
把
握
し
き
れ
な
い

診
療
実
績
や
紹
介
元
以
外
の
診
療
実
績

が
把
握
で
き
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
診

療
計
画
の
作
成
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

薬
局
で
の
活
用

　

医
療
機
関
で
の
診
療
行
為
等
が
確
認

で
き
る
た
め
、
問
診
に
係
る
円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
役
立
ち
ま
す
。

ま
た
服
薬
指
導
の
場
面
で
は
、
直
接
の

処
方
医
以
外
の
医
療
機
関
を
含
め
た
患

者
の
診
療
情
報
等
を
確
認
で
き
る
こ
と

で
、
よ
り
患
者
に
寄
り
添
っ
た
服
薬
指

導
や
、患
者
の
健
康
状
態
に
一
層
配
慮
し

た
服
薬
方
法
の
説
明
等
に
役
立
ち
ま
す
。

災
害
時
の
活
用

　

災
害
時
は
特
別
措
置
に
基
づ
き
厚
生

労
働
省
が
定
め
る
地
域
の
範
囲
及
び
施

設
を
対
象
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
よ
る
本
人
確
認
で
は
な
く
て

も
、
必
要
最
低
限
の
情
報
を
患
者
に
確

認
し
た
上
で
、
薬
剤
・
診
療
・
特
定
健

診
等
情
報
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
か
か

り
つ
け
医
で
な
く
て
も
こ
れ
ら
の
情
報

が
把
握
で
き
る
こ
と
で
、
よ
り
適
切
で

迅
速
な
検
査
・
診
断
・
治
療
な
ど
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
は
、
今
後
の

デ
ジ
タ
ル
社
会
で
、
安
心
・
安
全
で
質

の
高
い
医
療
を
提
供
し
て
い
く
た
め
の

医
療
D
X
の
基
盤
と
な
る
仕
組
み
で
す
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
内
容
に
加
え
、
今

後
も
新
た
な
情
報
が
連
携
さ
れ
、
追
加

さ
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
医
療

機
関
・
薬
局
で
の
活
用
が
さ
ら
に
進
ん

で
い
く
こ
と
に
よ
り
、
デ
ー
タ
の
共
有

に
よ
る
診
療
の
充
実
に
つ
な
が
る
こ
と

を
望
ん
で
い
ま
す
。
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社会保険診療報酬支払基金
関係功績者厚生労働大臣表彰

　令和４年度の社会保険診療報酬支払基金関係功績者厚生労働大臣表彰は、74名の審査委員の方々が
表彰されました。
　なお、今般の新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、昨年に引き続き表彰式は行わないことと
なりました。

令和４年度

都道府県名 氏　 名 都道府県名 氏　 名 都道府県名 氏　 名 都道府県名 氏　 名

北 海 道 木 村　 宗 士 東 京 都 大 野　 岩 男 愛 知 県 舟 橋　 利 彦 広 島 県 野 村　 俊 也

〃 後 藤　 伸 司 〃 小 原　 徹 也 〃 三 島　 信 彦 〃 吉 光　 雅 志

〃 髙 橋　 昌 宏 〃 鴻 丸　 稔 〃 湯 口　 幹 典 山 口 県 矢 賀　 健

青 森 県 橋 爪　 正 〃 藤 間　 芳 郎 三 重 県 加 藤　 俊 夫 徳 島 県 高 石　 司

岩 手 県 嶋 田　 泉 司 〃 橋 本　 循 一 滋 賀 県 山 口　 好 則 香 川 県 福 田　 洋

宮 城 県 武 田　 和 憲 神奈川県 江 島　 正 春 京 都 府 水 谷　 均 愛 媛 県 河 﨑　 秀 樹

秋 田 県 島 　 仁 〃 河 合　 敏 〃 峯 松　 壮 平 高 知 県 井 上　 修 志

山 形 県 小 熊　 正 樹 〃 長 岡　 章 平 大 阪 府 籠 本　 孝 雄 福 岡 県 香 月　 一 朗

福 島 県 近 藤　 聖 一 〃 松 島　 昭 三 〃 木 島　 祥 行 〃 二 宮　 英 彰

茨 城 県 園 部　 眞 新 潟 県 小 海　 潔 〃 永 田　 昌 敬 〃 宮 城　 潤

栃 木 県 畑　 健 一 富 山 県 伏 木　 弘 〃 松 尾　 吉 庸 佐 賀 県 辻　 信 介

群 馬 県 横 江　 隆 夫 石 川 県 金 谷　 法 忍 兵 庫 県 乾　 由 明 長 崎 県 中 西　 俊 明

埼 玉 県 林　 承 弘 福 井 県 平 井　 慎 一 〃 辻 　 壽 熊 本 県 植村　正三郎

〃 原 田　 容 治 山 梨 県 植 村　 一 幸 〃 藤 井　 英 樹 大 分 県 内 田　 一 郎

〃 松 本　 満 茂 長 野 県 岩 澤　 幹 直 奈 良 県 橋 本　 俊 雄 宮 崎 県 比 嘉　 利 信

千 葉 県 小 山　 喜 也 岐 阜 県 石 山　 俊 次 和歌山県 野 村　 康 晴 鹿児島県 下 川　 新 二

〃 塚 田　 和 美 静 岡 県 鈴 木　 康 之 鳥 取 県 森 下　 嗣 威 沖 縄 県 湧 上　 民 雄

〃 寺 井　 勝 〃 竹 内　 元 二 島 根 県 白 築　 俊 彦

東 京 都 内 山　 浩 志 愛 知 県 生 田　 克 夫 岡 山 県 松 下　 睦

令和４年度  厚生労働大臣表彰被表彰者
（都道府県別五十音順・敬称略）
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医
師
と
し
て

―
―
医
師
を
志
し
た
き
っ
か
け
と
経
歴
を

教
え
て
く
だ
さ
い

　

銀
行
員
だ
っ
た
父
親
の
勧
め
で
す
。
当

時
の
銀
行
員
は
、
仕
事
後
や
休
日
も
ま
じ

め
で
謹
厳
な
生
活
を
求
め
ら
れ
、
父
は
そ

れ
を
「
宮
仕
え
」
と
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

父
か
ら
「
医
者
は
い
い
ぞ
。
大
学
で
の
研

究
生
活
も
で
き
る
し
、
病
院
勤
め
も
で
き

る
。
開
業
し
て
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
に
も
な

れ
る
」
と
繰
り
返
し
医
学
部
を
勧
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

京
都
大
学
の
工
学
部
に
合
格
し
た
も
の

の
、
国
立
２
期
校
の
枠
で
合
格
し
て
い
た

山
口
大
学
医
学
部
に
進
学
し
ま
し
た
。
山

口
大
学
医
学
部
で
１
年
間
内
科
系
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
を
し
た
後
、
故
郷
の
両

親
の
近
く
で
生
活
す
る
べ
き
と
考
え
、
和

歌
山
に
戻
り
、
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
消

化
器
内
科
に
入
局
し
て
、
２
年
目
の
研
修

に
励
み
ま
し
た
。
研
修
終
了
後
は
、
大
学

関
連
病
院
に
勤
め
な
が
ら
超
音
波
医
学

の
研
究
を
続
け
、
開
業
の
準
備
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
教
授
か
ら
強
く
説
得
さ
れ
て
、

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
に
再
び
勤
務
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
イ
ギ
リ

ス
の
キ
ン
グ
ス
カ
レ
ッ
ジ
・
ロ
ン
ド
ン
へ

留
学
し
た
り
す
る
う
ち
に
研
究
に
熱
中

し
、
大
学
か
ら
離
れ
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。
教
授
に
就
任
し
大
学
分
院
長
や
本
院

の
副
院
長
な
ど
の
管
理
職
を
務
め
ま
し
た

が
、
将
来
構
想
を
め
ぐ
り
大
学
理
事
長
と

意
見
が
合
わ
ず
、
57
歳
で
大
学
を
退
職
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
済
生
会
有
田
病
院
で

12
年
間
院
長
を
勤
め
、
今
は
名
誉
院
長
と

し
て
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

―
―
医
師
と
し
て
の
ポ
リ
シ
ー
は

　

フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
タ
ク
ト
を
重
視
し
て

い
ま
す
。
初
対
面
の
方
に
良
い
印
象
を
与

え
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
患
者
さ
ん
を

診
療
室
に
お
呼
び
す
る
と
き
は
、
私
が
廊

下
に
出
て
直
接
患
者
さ
ん
を
お
名
前
で
お

呼
び
し
ま
す
し
、
初
診
時
は
時
間
を
多
く

取
り
患
者
さ
ん
の
話
を
遮
ら
ず
聞
く
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

ク
レ
ー
ム
な
ど
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン

タ
ク
ト
を
お
ざ
な
り
に
し
て
、
不
信
感
を

与
え
た
場
合
に
起
こ
り
が
ち
だ
と
感
じ
て

い
る
か
ら
で
す
。

審
査
委
員
長
と
し
て

―
―
審
査
委
員
に
な
り
感
じ
た
こ
と
は

　

当
時
の
審
査
委
員
会
は
、
今
よ
り
ゆ
と

り
が
あ
り
、
審
査
業
務
に
関
す
る
情
報
交

換
、
審
査
業
務
以
外
の
医
療
事
情
に
関
す

る
情
報
交
換
が
で
き
る
、
ひ
と
つ
の
社
交

場
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

　

審
査
委
員
に
な
っ
て
25
年
経
ち
、
審
査

委
員
会
の
様
子
は
変
わ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　

一
つ
は
審
査
委
員
が
多
忙
で
情
報
交
換

す
る
時
間
が
あ
ま
り
取
れ
な
い
こ
と
で
す
。

特
に
今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
、
審
査
委

員
や
職
員
と
の
懇
親
会
も
で
き
ま
せ
ん
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
づ
ら
い
こ

と
は
残
念
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
職
員
の

知
識
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
た
と
感
じ
る
点
。

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
職
員
に

聞
け
ば
大
体
解
決
で
き
ま
す
。

―
―
審
査
委
員
長
と
し
て
の
や
り
が
い

　

職
員
か
ら
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
職
員
が
審
査
事
務
を
行
う
う
え
で
医

学
的
知
識
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
難
し
い

事
例
な
ど
、
私
を
指
名
し
て
質
問
が
来
ま

す
。
調
べ
た
り
、
大
学
や
医
師
会
の
意
見

国
民
皆
保
険
を
守
る
と
い
う
精
神
が

適
正
な
審
査
を
継
続
さ
せ
る

伊
藤 

秀
一　
和
歌
山
県
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会 

審
査
委
員
長

審査委員長に伺いました。
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険
を
守
る
う
え
で
非
常
に
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
国
民
皆
保
険
を
守
る
と
い
う

基
本
精
神
が
審
査
委
員
と
職
員
の
誇
り
と

な
り
、
審
査
委
員
は
適
正
な
審
査
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
あ
ま
り
に
効
率
を
追
求
す
る

の
は
近
視
眼
的
な
職
員
を
養
成
す
る
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

政
府
や
厚
生
労
働
省
で
の
政
策
の
話
に

は
な
り
ま
す
が
、
国
家
財
政
と
国
民
皆
保

険
を
守
る
た
め
に
、
あ
ま
り
に
も
高
額
な

医
薬
品
は
保
険
診
療
か
ら
外
す
方
向
で
検

討
し
た
方
が
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
真

摯
に
議
論
を
重
ね
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て

―
―
健
康
を
保
つ
秘
訣
は

　

秘
訣
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
健
康
と
は
逆
の
こ
と
を
行
っ
て
き
た

と
思
い
ま
す
。
40
代
か
ら
、
大
学
講
師
、

助
教
授
、
教
授
、
病
院
長
、
総
長
、
支
部

長
、
審
査
委
員
長
、
各
種
委
員
会
の
委
員

な
ど
を
引
き
受
け
、
多
忙
で
決
断
を
迫
ら

れ
る
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
生
活
、
不
規
則
で

睡
眠
時
間
の
少
な
い
生
活
習
慣
、
多
く
の

飲
酒
機
会
と
運
動
不
足
で
、
医
者
の
不
養

生
の
典
型
で
す
。
強
い
て
言
う
な
ら
、
私

に
入
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
か
ら
、
県

医
師
会
の
理
事
会
と
同
時
刻
に
第
二
次
審

査
は
開
催
し
な
い
方
針
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
者
や
医
療
機
関
と
の
調
整
に
つ
い

て
も
、
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
粘
り
強
く

説
明
し
て
い
ま
す
。

―
―
医
療
機
関
や
保
険
者
へ
の
要
望
は

　

医
療
機
関
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
は
、

ま
ず
は
病
名
の
整
理
で
す
。
例
え
ば
、
外

来
の
レ
セ
プ
ト
に
50
以
上
の
傷
病
名
が
つ

い
て
い
る
事
例
に
は
違
和
感
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
症
状
詳
記
は
、
専
門
的
な
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
略
語
の
使
用
を
控
え
て
、

分
か
り
や
す
く
書
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
診
療
行
為
は
患
者
ご
と
に
異

な
る
こ
と
か
ら
、
コ
メ
ン
ト
や
症
状
詳
記

を
同
じ
理
由
で
使
い
ま
わ
し
す
る
こ
と
な

く
、
個
別
に
記
載
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
ね
。

　

保
険
者
に
は
、
審
査
判
断
を
誘
導
す
る

よ
う
な
表
現
は
や
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
理
由
で
の
再
々

審
査
の
申
出
も
極
力
控
え
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

―
―
今
後
の
医
療
保
険
制
度
の
あ
り
方
に

つ
い
て
ど
う
お
考
え
で
す
か

　

審
査
支
払
機
関
の
存
続
は
、
国
民
皆
保

を
聞
い
た
り
と
調
整
が
必
要
と
な
る
こ
と

も
あ
り
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
光
栄
な

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
審
査
委
員
会
を
運
営
す
る
う
え
で
、

力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
や
、
心
に
留
め
て

い
る
こ
と

　

傾
向
的
に
必
要
以
上
と
思
わ
れ
る
濃
厚

検
査
・
濃
厚
治
療
を
さ
れ
て
い
る
医
療
機

関
に
対
し
、
適
正
な
審
査
を
す
る
こ
と
で

す
。
適
切
な
病
名
が
つ
い
て
い
る
場
合
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
や
Ａ
Ｉ
の
振
分

け
機
能
に
か
か
り
に
く
く
盲
点
と
な
り
や

す
い
の
で
す
が
、
審
査
委
員
が
各
医
療
機

関
の
実
情
を
把
握
し
、
傾
向
的
な
濃
厚
診

療
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
審
査
委
員
の
先
生
方
は
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を
お
持
ち
で
、
議
論
し
て
も
結

論
に
至
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
場
合
の
最
終
決
定
は
審
査
委
員
長

で
あ
る
私
が
行
い
ま
す
が
、
先
生
方
の
意

見
を
尊
重
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
医
師
会
と
は
で
き
る
だ
け
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
よ
う
に
し
て

お
り
、
緊
急
的
に
判
断
が
必
要
と
な
る
場

合
に
は
電
話
で
相
談
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
一
定
数
の
診
療
担
当
者
代
表

の
方
に
審
査
の
決
定
を
す
る
第
二
次
審
査

の
場
合
は
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
方
が
健
康
的

と
い
う
風
に
考
え
る
こ
と
で
す
か
ね
。

　

し
か
し
、
最
近
は
、
毎
日
30
分
程
度
、

ダ
ン
ベ
ル
や
ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど
の
筋
ト
レ

を
始
め
、
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

―
―
趣
味
や
休
日
の
過
ご
し
方

　

院
長
時
代
に
比
べ
る
と
、
今
は
多
少
休

日
が
増
え
、
月
２
回
程
度
ゴ
ル
フ
を
し
て

い
ま
す
。
暇
な
時
間
が
増
え
れ
ば
、
も
う

30
年
以
上
や
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
趣
味
の

囲
碁
と
海
釣
り
、
水
泳
を
復
活
さ
せ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
俳
句
と
料

理
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
欲
張
り
で
す

ね
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
ら
妻
と
イ

ギ
リ
ス
一
周
旅
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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　支払基金では、診療報酬点数表等に定められた保険診療ルール等をコンピュータに反映させ、保険医
療機関及び保険薬局（以下「保険医療機関等」という。）から請求された診療（調剤）報酬明細書（以
下「レセプト」という。）に対して、コンピュータチェックを実施しており、そのうち一部のコンピュー
タチェックを公開しています。
　コンピュータチェックの公開については、審査の透明性の更なる向上に努めること、また、保険医療
機関等からの適正なレセプトの提出や、保険医療機関等あるいは保険者における事務処理及び支払基金
における審査事務の効率化につなげることを目的として実施しています。
　今般、支払基金のコンピュータチェックについて、公開事例の拡大及び更新を行いましたので、その
内容をお知らせします。

　支払基金のコンピュータチェック

　支払基金のコンピュータチェックは、人が審査又は審査事務をするためにレセプトを抽出する手段
の一つであり、職員の審査事務を補助するツールです。
　コンピュータチェックの内容は、電子レセプトに対してレセプト電算処理システムのチェック機能
を活用し、患者名、傷病名、請求先である保険者番号等、請求に必要な記載事項や投薬、注射、手術
等の請求点数に誤りがないかどうかといった事務点検を行います。（図１№１）
　また、診療内容が、保険診療ルールに適合していない項目や傷病名と医薬品の関連性のチェックを
行い、疑義があるものには電子付せん（コンピュータチェック付せん）を貼付しています。（図１№２
～４）

図１：コンピュータチェック一覧及び公開対象事例
 

　

コンピュータチェックルールに関する
公開の拡大及び更新

No チェック種別 チェックの考え方 チェック特徴 主なチェック事例 公開対象事例

1
受付・事務点
検（オンライン
ASP）

記録条件仕様をもと
にチェック

届出がない医療機関
コードが記録

医療機関情報レコー
ドに不要な値が記録 すべて公開

2 電子点数表 保険診療ルールをも
とにチェック

背反（どちらか一方
の算定）、包括、算定
回数等

同日において 1 回を
超えるＢ－Ｖ（採血）
の算定

すべて公開

3 チェックマス
タ

添付文書（効能・効果、
用法・用量等）等をも
とにチェック

傷病名と医薬品の適
応、用法・用量等

医薬品添付文書に記
載された最大投与量
を超えて算定

一部公開

4 本部点検条件
・保険診療ルールをも
とにチェック 
・公表事例等

背反、包括、算定回
数等（電子点数表除
く）

同日にＣＡ125（腫瘍
マーカー）とＣＡ602

（腫瘍マーカー）が算定
一部公開
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コンピュータチェックに関する公開の概要

　コンピュータチェックの公開については、平成30年３月に「コンピュータチェックに関する公開基
準」（以下「公開基準」という。）を策定し、事前に関係団体へ説明を行い、了解を得た上で公開を進
めています。
　コンピュータチェックは、公開基準の「基本的な考え方」に規定しているとおり、「診療内容の適否
について、画一的あるいは一律的に適用するものではない」ことから、コンピュータチェック付せん
が貼付されたレセプトは、職員が保険診療ルールに照らして診療内容を確認し、疑問があるレセプト
については確実にコンピュータチェック付せんを貼付し、審査委員会で適否を審査しています。

コンピュータチェックの公開事例の拡大及び更新

　公開基準において「慎重に検討する」とした事例について、令和２年10月から実施していた試行的
公開の結果を踏まえ、関係団体の了解が得られた「診療報酬の算定方法など、公に周知されているル
ールに基づく事例」、「事務的な入力誤りを防止する事例」及び「医薬品添付文書（用法・用量）の投
与量に基づく事例」等を拡大しました。
　なお、「図１：コンピュータチェック一覧及び公開対象事例」で示しているとおり、チェック種別「受
付・事務点検（オンラインASP）」と「電子点数表」はすべて公開となっており、今回、公開事例の拡
大の対象となるコンピュータチェックは「チェックマスタ」及び「本部点検条件」となります。
　また、既に公開している事例のうち、診療報酬改定等に伴いコンピュータチェックの内容を変更し
た事例及び新規にコンピュータチェックを設定した事例等を更新しました。

図２：コンピュータチェック公開事例数（令和４年10月時点）
※変更区分９（廃止）の事例数を除く
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　コンピュータチェック対象事例及びコンピュータチェック対象事例ファイル仕様書

　令和３年９月の公開では、医薬品添付文書（効能・効果、用法・用量等）等を基にチェックしてい
る「チェックマスタ」のみ、コンピュータに取り込めるファイルにより設定条件（医薬品の最大投与
量等）を公開していました。
　今般、公開事例の拡大を機に、告示・通知・疑義解釈資料等を基にチェックしている「本部点検条件」
についても、コンピュータに取り込めるファイルにより設定条件（条件としている診療行為や条件の
期間や年齢等）を公開しています。
　公開している全てのコンピュータチェックの設定条件について、コンピュータに取り込めるファイ
ルを公開することにより、これまで以上にレセプト請求業務等を補助するレセプト院内支援システム
等に取り込んでいただけることと考えております。
　また、今回からチェックマスタと本部点検条件ごとにコンピュータチェックを公開しています。（図３）
　なお、コンピュータチェックの構成や内容については、コンピュータチェック対象事例ファイル仕
様書に詳しく解説しています。（図４）

図３：支払基金ホームページ（コンピュータチェック対象事例） 　　　
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コンピュータチェックに関する公開

　　　　　　　　　　　　　　https://www.ssk.or.jp/

①　トップページ → 診療報酬の請求支払 → コンピュータチェックに関する公開
②　トップページ → 医療機関・薬局の方／保険者の方／地方公共団体の方／一

般の方 → コンピュータチェックに関する公開
　　 https://www.ssk.or.jp/seikyushiharai/ssk_cc/ssk_cc_300320/index.html

支払基金

図４：支払基金ホームページ（コンピュータチェック対象事例ファイル仕様書）
 

  ＜事例解説イメージ＞
 

今後の取組

　今回の公開事例の対象とならなかったコンピュータチェックについては、公開基準に基づき、「慎重
に検討する」事例として、事前に関係団体への説明を行い、了解を得た上で公開を進めていくこととし
ます。
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D008の15 遊離サイロキシン（FT4）および遊離トリヨー
ドサイロニン（FT3）の併施について

【審査情報提供事例（医科）】（抜粋）
（公表日：平成17年４月25日）

○D008の15 遊離サイロキシン（FT4）及び遊離トリヨードサイロニン（FT3）の併施について

○取扱い
　原則として、T3とFT3、T4とFT4の併施は認められない。
　T3およびT4、あるいはFT3およびFT4の組み合わせによる併施は認められる。

○取扱いを定めた理由
　日常の臨床の場で、甲状腺ホルモンの動向をみるためには、特定の場合を除き総甲状腺ホルモ
ンT3、T4の測定によってのみでも可能であるが、総甲状腺ホルモン（T3やT4）は、血中ではそ
の大部分が蛋白（TBG等）と結合した形で存在しており、実際の生体での作用は遊離系の freeT3
（FT3）、freeT4（FT4）濃度によって決定されることから、病態の把握には遊離ホルモンの測定
がより有用となる。また、甲状腺ホルモンの総量と遊離系ホルモン量とは概ね相関して増減する
ことから、特定の場合を除き、甲状腺ホルモンの測定は、その遊離系ホルモン量あるいは甲状腺
ホルモン総量測定のいずれかによることが望ましい。

○留意事項
　まれに、TBG異常症等でT3・T4とFT3・FT4との間に乖離（かいり）が見られることがあり、
臨床的にそのようなことが想定されT3とFT3、T4とFT4の併施測定の医学的必要性が認められ
る場合に限り認められる。

事 例

保険者からの再審査請求において
「原審どおり」となる事例の解説

　本事例は、保険者からの再審査請求において「診療報酬明細書に記載された傷病名より、FT4
およびFT3の併施はいかがか」との申出が行われた事例です。
　病態の把握には遊離ホルモンの測定がより有用となることを踏まえ、審査情報提供事例（医科）
において認められるとしていることから、本事例は原則として原審どおりとなりますので、再審
査請求の申出を行う場合はご留意ください。
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保険者からの再審査申出内容

　診療報酬明細書に記載された傷病名より、 D008の15 遊離サイロキシン（FT4）および遊離ト
リヨードサイロニン（FT3）の併施はいかがか。

原審どおりとなる理由

　甲状腺ホルモンの動向をみるために、総甲状腺ホルモン（T3やT4）は、血中ではその大部分
が蛋白（TBG等）と結合した形で存在しており、実際の生体での作用は遊離系のfreeT3（FT3）、
freeT4（FT4）濃度によって決定されることから、病態の把握には遊離ホルモンの測定がより有
用となります。
　このため、D008の15 遊離サイロキシン（FT4）および遊離トリヨードサイロニン（FT3）
の併施は、診断治療上必要と認められますので原審どおりとなります。
　また、取扱いについては、支払基金における「審査情報提供事例（医科）」（公表日:平成17年
４月25日）において、原則として、認められる旨示しております。
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改正の趣旨

改正の内容

適用日

　本部の特別審査委員会の審査対象となる高額レセプトの基準については、支払基金業務効率化・高
度化計画（平成29年７月４日厚生労働省・社会保険診療報酬支払基金）を踏まえ、令和４年９月30
日付け厚生労働省告示第307号（社会保険診療報酬支払基金法第十六条第一項、国民健康保険法第
四十五条第六項及び高齢者の医療の確保に関する法律第七十条第五項の規定に基づき厚生労働大臣の
定める診療報酬請求書の一部を改正する件）により、以下のとおり見直されました。

特別審査委員会の審査対象となる
レセプトの改正について（お知らせ）

改正の概要

特別審査委員会の設置趣旨である専門的審査の集約・一元化の観点から、審査対象の重点化・
効率化を行うため、審査対象となる診療報酬の基準について所要の見直しを行うものである。

●　入院に係る医科診療報酬明細書のうち合計点数（心・脈管に係る手術を含む診療に係るも
のについては特定保険医療材料に係る点数を除いた合計点数）が 38 万点（特定機能病院及
び臨床研究中核病院※にあっては 35 万点）以上のものに拡大【下線部が変更箇所】

※特定機能病院………高度の医療の提供、高度の医療技術の開発及び高度の医療に関する研修を実施す

る能力等を備えた病院

臨床研究中核病院…日本発の医薬品・医療機器の開発に必要な高い臨床研究を推進するため国際水準

の臨床研究等を担う病院

（令和４年 10 月１日現在において臨床研究中核病院は特定機能病院としても厚生労働大臣の承認を受

けている。）

●　入院外の診療報酬明細書（歯科診療以外の診療に係るものに限る。）並びに漢方製剤の処方
及び調剤を含む入院外の診療報酬明細書（投薬料の点数が４千点以上のもの）を廃止

令和４年 10 月１日（10 月診療分（11 月審査分））
　※国民健康保険団体連合会への請求分は令和５年３月１日（３月診療分）

〈参考〉
「社会保険診療報酬支払基金法第十六条第一項、国民健康保険法第四十五条第六項及び高齢者の医療の確保に

関する法律第七十条第五項の規定に基づき厚生労働大臣の定める診療報酬請求書の一部を改正する件の告示に

ついて」（令和４年９月 30 日付け保発 0930 第 10 号）

（87機関）

（14 機関）
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information
理事会開催状況

プレスリリース発信状況

支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）新着状況（抜粋）

10月 ３日 マスターファイル仕様説明書を更新

 電子点数表（医科・歯科）及びコメント関連テーブルを更新

　 新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ

10月 ４日 経過措置医薬品情報を更新

10月 ５日 医科診療行為の全件マスターを更新

10月 ７日 保険者の異動について（2022年９月分）を掲載

10月11日 月刊基金「令和４年10月号」を掲載

10月13日 令和４年度診療報酬改定関係通知を掲載

10月19日 「審査の差異の可視化レポート」の改善状況の早期確認（10事例）を掲載

10月25日 レセ電通信を掲載

10月31日 医療機関等照会連絡先（問い合わせ先）検索機能を掲載

10月 １日 令和４年10月１日　新生支払基金の創建～審査事務集約によるブロック単位での組織体制

の構築～

10月 ３日 令和４年７月診療分の確定件数は対前年同月伸び率で13.3%増加～確定金額は5.8%増加～

10月31日 コンピュータチェックに関する公開事例の拡大及び更新

議　題

　１　支払基金改革の進捗状況

　 
　２　報告事項

　　⑴　令和４年９月処理で発生したオンライン請求システム障害の対応

　　⑵　特別審査委員会審査対象レセプトの改正　　

　　⑶　令和４事業年度事業計画及び保健医療情報会計収入支出変更予算の認可

　　⑷　被用者保険等医療費の動向

　　　　（令和４年４月～６月診療分 医科・歯科・調剤及び医薬品）

　３　定例報告

　　⑴　令和４年８月審査分の審査状況

　　⑵　令和４年９月審査分の特別審査委員会審査状況

　　⑶　令和４年８月理事会議事録の公表

10月理事会は10月31日に開催され、議題は次のとおりでした。
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集約に関する特設ページを開設しました
https://www.ssk.or.jp/

審査事務集約特設ページの入
り口です。

新体制のポイントを解説して
います。
審査結果の不合理な差異の解
消の取組や、それぞれの審査
事務センター・分室がどこの
都道府県を担当するかなどが
わかります。

ご利用者別に、集約後の変更
点や照会先などを掲載してい
ます。
例えば、保険者等の皆さまに
は、再審査に関する事務処理
関係の照会先や、再審査結果
に関する照会先などの変更点
を掲載しています。
また、医療機関等の皆さまに
は、審査結果のお問い合わせ
先、審査結果に対する再審査
請求や、レセプトの取下げ依
頼における再審査等請求書の
提出先と提出方法等を掲載し
ています。

1

2

3

保険者・公費負担実施機関の皆さ
まへ
⃝再審査等請求書や届出の提出先
⃝照会先　　� など

保険医療機関・保険薬局・訪問看
護ステーション・特定健診機関・
助産所の皆さまへ
⃝レセプト等の提出先
⃝照会先
⃝再審査等請求書の提出先や提出
方法　　　�� など
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